
項 ⽬ 内 容

名称 ダイダイ 、ビターオレンジ [英]Bitter orange、Sour orange、Seville orange  

[学名]Citrus aurantium L.

概要 ダイダイは、インド、ヒマラヤ地⽅原産の常緑⼩⾼⽊で、⽇本へは中国から渡来し

た。⽪、果実とも古くから薬⽤植物として⽤いられてきた。薬⽤部分は果⽪ (橙⽪<  

トウヒ>) 、未熟果実 (枳実<キジツ>、枳穀<キコク>) である。花や果⽪には精油

が多く含まれ、アロマテラピーなど、さまざまな⽤途に使⽤されている。ダイダイ

の中国語名は「代代花枳穀」である。ただし、ダイダイの未熟果実は「枳実」と称

する。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ダイダイ (キジツ/キコク/トウヒ/Citrusaurantium) 果実、果⽪、蕾、花︓「医

薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当

する。

■⽇本薬局⽅

・キジツ、トウヒが収載されている。

■⾷品添加物

・ダイダイ抽出物︓苦味料



■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・⽪と果実にシネフリン (synephrine) を含む。未熟果実にはd-リモネン

(limonene) などの精油成分、ヘスペリジン (hesperidin) 、ネオヘスペリジン

(neohesperidin) 、ナリンジン (naringin) などのフラボノイド配糖体を含む。成熟

果⽪にはd-リモネン(limonene)、ヘスペリジン、リモニン (limonin) 、クマリン類

(ウンベリフェロン) などを含む。果汁にはクエン酸などの有機酸、カルシウム、カ

リウムなどの無機塩、グリココールベタイン、ビタミンC、ペクチン (pectin) な

ど。また果実にuraptene、marmin、tangeretin、nobiretin、psoralenなど。⽪に

含まれるfurocoumarin類 (bergamottin、dihydroxybergamottin) は薬物代謝酵

素チトクローム (Cytochrome) P450 (CYP3A4) を阻害する。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 RCT

・⾝体を動かすことの少ない体脂肪率20％以上の男性10名を対象とした⼆重盲検並

⾏試験において、ビターオレンジ、緑茶、ガラナの抽出物を含む調剤500 mg (シネ

フリン6 mg、カフェイン150 mg、カテキン150 mgを含む) の単回摂取は、安静

時および運動時のいずれにおいてもATP利⽤能に影響は認められなかった

(PMID:16418760) 。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16418760&dopt=Abstract
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